





























特性を持つ学習用:n記具 (凶峰 「磁石筆」と表EBを用いた際の効探を明らかにする。平仮名は、 I華字のような
溝造的な字形の難しさは上国交官叫Pないものの、 一つ一つのス トロークの断車的待仕や終筆等において、持字il}J作
の学習が難しいと考えられる。本研究での具体的な方法としては、














・磁石=r:tを用いるクラスと払笥のみ老用いるクラス各々 から 5名の児童を抽出し、 平仮名の終筆部と送筆部、
及び平仮名の点画要素を実現する動作について、出IJ定装置を用いた調査を実施する。
圃函亙 学習活動(授業)の学習効果との差を考察するために (3)~ (5)の髄を行う。
(3)授業(1)の後 平仮名(くつかさ)の終量部 対象全児童 図1 害字動作の測定
(4)平仮名の点厨要素の調査(1回目) x-J象全児童
(5)書字動作の測宝(1回目) 抽出児














































終筆部;/ fつJ終筆部./ rかJ1筆目/ fさJ2準目であり、送筆部調査
箇所は、「く」送筆部ノ「つ」送筆部/rの」送筆部/ fろ」送筆部 (2
ケ所)/ rすJ2筆自である。
*' rくつかさのろすJは (3)平仮名終軍部 (6)平仮名i笠宮部の学習での諌Z島:cf'.。
図2 平仮名の点画要素に関する調査用紙 (上実際の用紙に番号は村していなしリ








調査 l回目 4月20日 ※抽出児調査6月2日
[授業目及び授業内容1(2015年)
授業(1): 6月10日 平仮名の終筆部「止めJr払いJrはね」の学習
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③「の」終軍部 (払い)④櫛画3凹終下部はね 告漏両2cr終筆古1>はね ⑩世画2cn1Y'冬筆昔1，はね
⑬「むJ;却瑞I~ C結び) ⑫ 「つ」送軍部 (曲がり〕 ⑬ 「つ」終筆郎(払い) ⑫ 「し」終?阿部(払い)
O払笥のみを用いたクラスのデータカ可ilt石筆を用いたクラスでのデータより良好なもの
③ 「の」方向(左下) ⑥縦画3cm.r.冬季部はね ⑨「すJぽ(l:;lf>(結び) ⑩「よ」送筆部(結び横長)
O磁石筆を用いたクラスでのデータと髭士主のみを用いたクラスのデータにほとんど差がなかったもの








「つ」終塗部(曲がり) 1 時間目 2時間自 / iく」送軍部(折れ) 1 I時間目 2時間目
















ない 「止め」の出現率が、 l回目は60%のところ 3回
目は 19%と、41%減少しているのに対し、 鉛筆のみの
場合は l回目 68%から 3回目 48%と20%しか減少が
みられない。この減少には20%以上の差がある。




















































~ 41 % 2% 
-20% -9% 










3-1-4 ⑫ 「しJ終筆部(払い) 出表4
「払い」となるべき点画要素 「し」の終筆部が、学習
前は両クラスの60%程度が 「止め」で書くことは、先




















はね 折れて 画に 直線
1% 83% 日%
13% 84% 0% 
41% 54% 0% 
29% 68% 0% 




6% 12% 0% 
0% -1% 0% 
24% 18% 口%




























さらには、そもそも 「払い」 の再現率が低いととろ、「払い」に代わって現れる「止め」 いーーーヲ|
の割合が、磁石筆の場合は、 l回目 59%のところ2回目は 19%と、40%減生しているの | ・，I 
に対して、惜のみの場合は、 l回目65%から 2回目41%と、24%しか減少がみられない。(※ヨ石忌な






1回目 磁石筆 22% 64% 13% 
1回目 鉛筆 20弘 78~も 3% 
2回目 磁石筆 63% 35% 2% 
2回目 鉛筆 52% 46% 1% 
3回目 磁石筆 64% 34% 3% 
3回目 鉛軍 59% 38% 2% 
1→ 2 磁石筆 41% 30% -12% 
1→ 2 鉛1 32% 31% -196 
2→ 3 磁石筆 。% 1% 1% 
2-3 鉛 . 7弘 8% 1% 
1→ 3 櫨石筆 41% 31 '地 10% 
1→ 3 鉛葦 39% 39~も 。%







は l回目から 2回目が5%、2回目から3回目も 5%、
l回目から 3回目が 10%上昇しているのに対して、舷
石筆の場合、 l回目から 2回目が 10%、2回目から 3












1固目 礎石筆 34% 59% 7% 
1固目 鉛筆 28% 65% 7% 
2回目 磁石軍 77% 19% 5% 
2回目 鉛筆 58% 41% 2% 
3固目 磁石篠 75% 18% 8% 
3回目 鉛筆 66% 33% 1% 
1→ 2 磁石筆 42% 4口% -2% 
1→ 2 鉛筆 30% -24% -5% 
2→ 3 磁石筆 2% -1% 3% 
2-3 鉛筆 9% 8% -1% 
1→ 3 磁石筆 40% -41% 1% 




1回目 磁石筆 68% 22% 0% !日%
1回目 鉛筆 88% 10% 。% 2% 
2回目 磁石筆 78% 19% 。% 2% 
2回目 鉛筆 93% 7% 。% 。%
3回目 磁石筆 89% 5% 。% 6% 
3回目 鉛筆 98% 2% 。% 日%
1→ 2 磁石筆 10% 2% 0% 8% 
1→ 2 鉛通産 5% -3% 0% -2% 
2-3 磁石簿 11% 15% 0% 4% 
2→ 3 鉛箪 5% 5% 0% 0% 
1-3 磁石筆 20% 17% 0% -4% 




















18% 5% 2% 
35% 5% 2% 
は14%になる。(表7参BilJ 表7 [rつJ終筆部(払い)] 2時間目
3-2-2 rくJ終筆部むとめ) ※表8表9
l時間自の授業後、「止め」となるべき 「く」の終筆部が 「止









19% 2% 1% 
33% 5% 0% 














1% 2% 1% 
3% 7% 0% 














2% 6% 0% 




























テータは、199Hertz c1初聞に約200回計調1)で以 Fの値を、 図6 測定に使用した機器
時系列に記録した。
※Resolution = 1000 lines/cm (解{象度001mm) -ぺン先のXY座漂






























102 41 679 
103 47 174 
104 42 30' 
105 47 163 
201 38 258 
202 41 813 
203 38 402 
204 55 51 

















筆圧・最大 -0.04 1.00 
筆圧・平均 0.04 0.96 1.0 
速度・最大 -0.16 0.51 0.46 1.00 
























自由筆記 信ぞり なぞ り















のである。「か」の l箔目から 21i目にかけて、授業前の l回目
の調査時には、 2m自に直線的に移動していたのに対し、 2回目
では台形的になり、 3回目では比較的曲t創守lこ楕円を嫡くように









このことは、点m要訟の動作にもいえ、 「い」の 1m目のような 「レ」形の場合も、図9の点画要素Aのよう
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